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林瑞穂
八木浩平

全国農業協同組合連合会（JA全農）の油糧種子・
穀物調達に係る輸入戦略―ブラジルにおける事業展
開を事例に―

農業市場研究 29(4) 2021.3

Shingo�Yoshida,
Hironori�Yagi

Long-Term�Development�of�Urban�
Agriculture:�Resilience�and�Sustainability�of�
Farmers�Facing�the�Covid-19�Pandemic�in�
Japan

Sustainability 13(8) 2021.4

吉田真悟
八木洋憲

JAの営農指導関連業務の維持・強化に関連する人
的資源管理施策及び業務体系－組織コミットメント
に着目したアンケート調査分析

農業経営研究 59(1) 2021.5

吉田真悟
書評:�Community-based�Rural�Tourism�and�
Entrepreneurship:�A�microeconomic�Approach�
(Yasuo�Ohe�著)

農業経営研究 59(2) 2021.7

吉田真悟
曲木若葉
橋詰登

農業大学校における研修生の潜在的経営志向―研修
コースの開講形態の違いに着目して―

農村計画学会論文集 1(1) 2021.7

１．学会誌

　吉田真悟研究員が論
文「都市近郊農業経営
の多角化戦略―日英に
おける経営戦略と持続
可能性―」により、日
本農業経済学会奨励賞
を受賞しました。

　本著は「多角化を通じた都市近郊農業経営の持続
可能性の向上に影響する経営内外環境の解明」を目
的としています。そこで、第１に、多角化実態や多
角化プロセスの定性的・定量的な把握を行うこと、
第２に、多角化と持続可能性の関係性を解明するこ

と、第３に、様々な経営資源の多角化への影響を明
らかにすること、を課題として、日本及び英国の都
市近郊地域で実証分析を行った結果を３部構成全10
章の書籍にまとめました。本著の最も重要な発見は
今後の都市・都市近郊農業を支える存在として先進
的多角化経営の役割とその経営の特徴を示した点、
さらに、そうした先進的経営は地域全体でみればご
く少数であるという課題を示した点です。
　こうした内容を踏まえ、本著は多くの新規的知見
を有しており学術的にも社会的にも価値の高い著書
であるとして、2022（令和４）年３月26日に、本著
に対して奨励賞が授与されました。

受賞タイトル：「都市近郊農業経営の多角化戦略―日英における経営戦略と持続可能性―」
受賞者：吉田真悟（農業・農村領域　研究員）

2022年度日本農業経済学会奨励賞

　「研究活動一覧」は、当研究所員の研究活動と研究内容
や関心分野を、読者の皆様に提供することを目的としてい
ます。研究内容の詳細につきましては、直接担当研究員ま
でお問い合わせください。
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